

























































































































































	Ⅲ 調査結果
	5. 現地調査結果
	5-1 システムC
	(1) 地区に対する日本及び外国の協力
	(2) プロジェクト実施体制
	(3) プロジェクト事務所
	(4) 地域研究所
	(5) 農業の現況
	(6) 日本無償援助政府農場

	5-2 システムH
	(1) プロジェクトの概要及び進捗状況
	(2) 農業の現況

	5-3 ペルウェヘラ政府種子農場（ダンブラ）
	5-4 籾販売公社(Paddy Marketing Board)
	5-5 大豆食品研究センター
	5-6 油糧作物の加工工場
	(1) リーバプラザーズ（株）米ぬか油抽出プラント
	(2) ラジャラタ・フード・グレインズ・フロセスイグ社全大豆粉製造工場
	(3) セイロン油脂公社油抽出プラント

	5-7 農業省の研究システムの概要


	Ⅳ 専門家の住環境
	Ⅴ 技術協力構想
	1. 考えられる技術協力の範囲
	2. 協力の部門及び必要とされる専門家
	3. 協力の期間及び専門家の派遣計画
	4. 考えられるカウンターパート受入計画
	5. 考えられる供与機材
	6. 今後の協力の進め方
	7. 技術協力を進めるにあたっての問題点と対応策

	Ⅵ 別添資料
	1. 団長レター
	2. Questio nare
	3. システムHの概要
	4. コンタクト調査団の調査結果要旨（公電）
	5. コンタクト調査後スリランカ政府提出のプロジェクト協力プロポーザル案
	6. 集集資料リスト
	7. 参考資料

	裏表紙

